
　　　　

7 年 3 月 1 日

あり

５領域

①健康・生活

②運動・感覚

③認知・行動

④言語
　コミュニケーション

⑤人間関係・社会性

法人（事業所）理念 法人の基本理念である、「最も弱いものをひとりももれなく守る」を当事業所の基本理念とし、人権を尊重し、個々に応じた発達支援に努めます。

事業所名 あけぼの学園 作成日支援プログラム

・コミュニケーションの基礎的能力の向上
・新たなコミュニケーション方法の獲得
・活動を通じて、言葉の獲得や理解を深める。

・保護者や職員との愛着形成や安心できる居場所づくり
・他者と関わる機会の設定や集団生活を通じて互いを認め合い、繋がりを感じられるよう支援する。

支援方針

1.通園を通して、生活リズムを身につけ、体力の向上を図る。
2.楽しい雰囲気の中で身体的、情緒的な発達を促す。
3.様々な経験をする中で、社会性や豊かな情緒を育てる。
4.親と子のサポート

営業時間 送迎実施の有無平日１０：００～１４：００

主な行事等

・入園式、卒園式、グループ外出、誕生日会、プール、夏まつりウィーク、クリスマスウィーク等

（別添資料１）

家族支援

・子どもの成長や発達における悩みや不安等を解消できるよう、相談や
　助言を行う。
・親子通園の中で保護者同士の交流を図る。

移行支援

就学に向けた準備等、次のライフステージへスムーズに移行できる
よう、移行先機関と連携を図り、情報交流を行う。

地域支援・地域連携

・近隣の事業所との連携
・世田谷区内通所事業所連絡会への参加
・所在地の町会や町づくりセンター、近隣小学校及び高校、大学との交
　流

職員の質の向上

・虐待研修や接遇研修を職員全体で実施
・職員個々のスキルアップを目的とした外部研修(摂食・医療的ケ
　ア等)への参加

支　援　内　容

・健康状態の維持、改善や心身の状態の把握
・基本的な生活習慣や生活リズムの形成を図る
・個々の状態や特性等に配慮した食事の提供

・姿勢保持、上肢や下肢の運動、動作の改善や習得、筋力の維持、強化を目的とした、活動の提供
・視覚、聴覚、触覚、味覚、嗅覚の五感に働きかける遊びの提供

本
人
支
援

・認知の発達や特性の理解と対応を目的とし、遊びを通じて、物の機能や形、色、重さ、音、空間認識等の概念の形成を図る。


